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上手に使って上手に節電 


保証書別添付 


このたびは、ナショナルたたみ床暖（ラグタイプ）をお買い上げいたださ、まことにありがとラ 
ございました。 

•この取扱説明書と保証書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。そのあと保存し、必要 
なとさにお読み < ださい。 

•保証書は、「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店か S お受け取りください。 
•この取扱説明書は、品番 DC -2 目 T 1、 DC -3 BT 1 共用になっていまず。共用でない部分は、 （） 
内に巧象品番を表示していまず。ただしイラストは共通して DC - SBTl を使用していまず。 


ご使用の前 



使いかた 


お手入れ•保証 












































ム ^^卜 王,^ ( Ei ずおすりください ) 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお巧りいただくことを次のように説 
明していまず。 

■表示内容を無視して、誤った使い方をしたときに生じる危害巧員害の程度を、次の表おで区分し、説明しています。 


危険 この表示の欄は、所ななま重傷など賴5嫌が切 iS して生じるこけ'觸肢欄 


A 警告 この表示の欄は、「死 t または重傷などを負う可能性び想定される」内容でず。 


A 三この表示の欄は、「傷害を負ラ可能性または物的損害のみが発生ずる可能性が想定され 

ZIa /X/^ る」内容でず。 


■お守りいただ<内容の種類を、次の給表示で区分し、説明していまず。 



OC 


このよラな絵表示は、してはいけない「禁止」内容でず。 


このよラな絵表示は、必ず実行していただ<「強制」内容でず。 


A 危険 


低温やけどや fl な水症状をおこずおそれがありまず 


次のような方がお使いのとをは特に注意ずること 


〇 



•乳幼お、お年畜り、ご病 
人、自分で溫度調節でさ 
ない方、皮ふ感覚の弱い方 
•眠気を誘う薬（睡眠薬、 
かぜ薬など）を服用され 
たち 

•深酒-疲労の激しいち 


とをどを体を動かずな 
ど、ま意して使用するこ 
と 


〇 


就寝用暖房器具として使 
用しないこと 



低温やけどとは 

比較的低い温度 （40 む〜目〇む） 
でも、長時間皮ふの同じ個所に 
触れていると、熱い-痛いなど 
の自覚症状がな<てち、低溫皆 
けどのおそれがありまず。 
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A 警告 


改造はしないことまた 
修理技術者ながの人は、 
分解したり修理をしない 
こと 



発火.感電.やけどの原因にな 
0まず。 

• 修理は販売店にご相談くださ 
し、 


m 原コード、 m 原プラグ、 
コント□— ラーを 破損す 

るよラなことはしないこ 

\ 

傷つけたり、加工し 
た0、高溫部に近づ 
けた0、無理に巧げ 
たり、ねじったり、 
引っ張ったり、重い 
わのを載せたり、束 
ねた0しないこと 


傷んだまま使用ずると、感電•シ 
ヨート. 火災の原因になりまず。 
•コード.プラグ.コント□ーラ 
-の修理は、販売店にご相談く 
ださい。 



コンセントや@威 i 器具の 
定格を超える使し、方や、 
交流10 0 V 歷での使用 
はしないこと 
( DC -2 BT 1) 



たこ足配線などで、定格を超え 
ると、発熱による火災の原因に 
なりまず。 


定格 15 A •交流10 0 V 
のコンセントを単独で使 
ラこと 

( DC -3 BT 1) 



他の機器と併用ずると、発熱に 
よる火災の原因になりまず。 

• 延長コードち定格1己 A のわの 
を単独でお使い < ださい。 


コネクターにピンやごみ 
を付着させないことま 
た電ミ原プラグをコンセン 
卜に差し込んだげ態で、 
針金などを差し込まない 
こと 



感電•シヨート*発火の原因に 
なりまず。 


発熱体を傷めないこと 




本体にピン* 
畳飯-針を突 
さ刺した0、 
刃物で傷つけ 
たり、硬くて 
重いちのをの 
せた0しない 
こと 


内部のヒーターを傷つけ、火災 • 
感電の原因になりまず。 


電ミ原プラグのほこりなど 
は定期のにとること 



プラグにほこりなどびたまる 
と、湿気などで絶縁不長となり、 
火災の原因になりまず。電源プ 
ラグをおさ、乾いた巧でふいて 
ください。 


® 原プラグやコント□一 
ラーは根元まで確実に差 



差し込みが不完全でずと、感電 
皆発熱による火災の原因にな0 
まず。 

• 傷んだプラグ-ゆるんだコン 
セントは使用しないで<ださ 
い。 

V_ J 


めれた手で、電ミ原プラグ 
やコン ト□ーラーの 巧を 
差しはしないこと 


磯) 


めれ手禁止 

感電の原因になりまず。 



乳幼児びコント□-ラー 
を誤、つてなめないようま 
意ずること 

〇 

感電皆けがの原因になりまず。 








































安全上のご注意 (必ずお守りください） 


A 注意 



コント□—ラーや接続宜 P 
に水やお茶などをこぼさ 
ないこと 、 




水めれ禁止 I 

発煙-発火の原因になりまず。 
•万一こぼれたとさは、ただちに 
使用を中止し、販売店などに点 
検を依頼してください。 


スプレー宙などを本体の 
上や近<に置かないこと 


0 

禁止 



細4 


熱でスプレー宙の圧力が上が 
り、爆発の原因になりまず。 


犬や猫などのぺットの暖 
房用に使用しないこと 


0 

禁止 



ぺットび本体皆コードを傷め、 
火災の原因になりまず。 


本体に水などをこぼした 
とさは、ずぐにふをとる 
こと 


〇 



本体のおちて面またはラ5面が 
水にめれると、ずべり皆ずく、 
けがの原因になりまず。 


アイ□ン台として使用し 
たり、他の加熱物を置か 
ないこと 


0 

禁止 



熱で本体を傷め、発火の原因に 
な0まず。 


タンス-ピアノなどをの 
せないこと 



熱で、タンス皆ピアノなどの変 
形皆割れの原因になりまず。 


座布団など保温性のよい 
ものを、長時間同じ場所 
にのせないこと 


0 

禁止 



熱により、座布団など-床材 • 
本体の変色の原因になりまず。 


使用しないとをは、電源 
プラグをコンセントか5 
巧 < こと 


运 IfS 



電源プラグ 
を抜< 

掠かないと、絶縁劣化による感 
電や火災の原因になりまず。 


電源プラグを巧くときは、 
コードを持たずにプラグ 
を}寺って巧< こと 


〇 



コードを引っ張ると、コードび 
破損し、感電•ショート•火災 
の原因にな0まず。 


定期のに コン ト□—ラー 
や接続部のほこりを取り 
除 < こと 


〇 



ほこりがたまると、発火皆発煙 
の原因になりまず。 


立てて収納ずる時は、倒れな 
いよラに固定ずること 



倒れると、けがの原因になります。 
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安全上のご注意/ご使用の前こ 


おもて面を内側にして、 
巧り曲げたり巻いたりし 
ないで<ださい 


0 

禁止 



しわの原因にな0まず。 

コント□—ラーや接続音区 
の上にしぶの脚などをの 
せたり、衝撃を加えたり 
しないで<ださい 


Q 

禁止 



故障の原因になりまず。 

コント□—ラーや接続宜 P 
に水がかかりやずい場所 
では使わないで<ださい 


(S) 

フ嫣使用禁止 



故障の原因になりまず。 


キヤスター付をのいずは 
使わないで<ださい 





禁止 

ヒーターを傷める原因にな0ま 
ず。 

強い電界を出ず無線機の 
近<で使用しないで<だ 
さい 



故障の原因にな0まず。 

熱に弱し、巧材には、 
をして<ださい 




フ n - u ング用シー 
调」売品）または 
フェルト（市販品） 
床材 


断熱をしないと、床材の変色- 
変形*割れ*ずさ間の原因にな 
0まず。 


凹凸や段差のある場所で 
は使わないで<ださい 



故障の原因にな0まず。 

超短波式の電気治療器の 
近<で使用しないで<だ 
さい 


禁止 



故障の原因になりまず。 

ソファーなど長期間移動 
せずに置< ものは、あて 
板をして<ださい 



あて板 （1 日 X 
1 Ox 1 cm ) 

け女あた0 
約2日日 kg の重 
さまで 


あて板をしないと、故障の原因 
になりまず。 


V 

ノ V ノ V 

ノ 

[ _ 

ご使用の前に 

_ J 


■本体は1 cm 2 あたり 2 k 呂 まで載せること 
がでをまず 

• 例えば、己 cmx 己 cm の4本脚テーブルの場合は、 
5 X 5 X 4=100 ( cm 2) 

100 ( cm う X 2 ( kg ) =2日日惦まで載せるこ 
とがでさまず。 

• ただし先のとびったちの•約圖度に重いちのは載 
せないで < ださい。 


■下図のようにパンドをはずした状態で、情」 
目盛で10分程度通電してか5広げてくださ 

し、 （通電方法は、「使いかた」参照） 

• 通電しないで広げたり、おわて面を内側にして巧り 
曲げたり巻いたりしまずと、しわが発生ずる原因に 
なりまず。 


お願い 


ご使用の前 

































各部のなまス 


ご 

使 

用 

の 

前 

に 


!源つード 


ヒーター （本体） 



C 


□[ 
□ □ 


□ 

□ □ 


□ □ □ □ □ 

□ □□凹 

□ □□□□凹 


□ □ □ 


1/2 D D 
□ □□□凹 



。心^。 

切入 

電源 0 


〇〇 〇 0 〇〇 

お高 

温度調節 



^BDDDDDDDDDD 

!□□□□□□□□□□ 

DDDDDDDD 


61 時間切 
^ 33 時間切 

〇1/2電カモ"ド （ タイマ-) 


ろ]!! 


〇 


National 


DC-2BT1 


I た I た I み Up 圍 


■参 


(イラストは DC -2 BT 1) 


c 別売品） 

フ□—リンク用シート 

熱に弱い床材の断熱にご利用<ださい。ご注文はお 
買い上げの販売店に！ 

DC -2 BT 1. 品番 DQ -2 1 N 

DC -3 BT 1. 品番 DQ -3 1 N 


麵刷田 M 

• 傷を防止ずるためにコント□ーラー表面に保護 
シートを貼っていまず。 

不要な場合は取0除いてぐださい。 

• 目の不自由なちのために、 コン ト□ーラーに点字 
を設けていまず。 
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使いかた 


^9 



@ 


切入お高 
電源 ♦ 温度調節 


参 

6} 

面積〇1時間切 
切換03時間切 

を電カモ-ド （ タイマー) 

National dc - 2bti I た I た I み固 国 


購入直後皆シーズン 
始めは、本体が吸湿 
してお0、溫度が低 
めになりまず。3〜4 
曰は、目盛を高めに 
してお使いください。 



〇 

© 

〇 


コント□— ラーを 接続部に 
「カチッ」と音がずるまで 
確実に差し込む 

電源プラグを差し込む 


電源つまみを「入」にする 

•電源ランプ••••点灯 
• 暖房面積切換ランプ •• • ‘2つ点灯 


温度調節つまみで温度を調節する 


面積切換スイッチで暖房面積を選ぶ 

• スイッチを巧ずたびにち図の順に変わりまず。 

• 1/2電カモードは8ぺージ参照 



電源プラグを差し込み、電源つまみを 
「入」にしてから、コント□ーラーを 
接続部に差し込むと、ランプは点灯し 
まずが、本体は暖まりません。 

電源つまみを一度「切」（しし、再度 
「入」にしてください。 


曜 


□□ □□ □□ 


〇 


〇 


1 


〇參 〇 〇 

1/2DDDDD 


使い終わった5、 

電源つまみを「切」にし、電源プラグを抜く 



電源切0忘れ防止機能について 


•通電か5約12時間後、自動的に通電が止まり、電源ランプが点滅しまず。引き続き使用ずる場合は、電源つ 
まみを一度「切」にし、再度「入」にしてください。そのまま使用しない場合は、電源つまみを「切」にし 
てください。 


>購入直後は、においがずることがありまずが、ご使用にとちないかなくなっていきまずので必配ありません。 

>電源つまみを「切」にして「入」にしたり、電源プラグの抜き差し皆停電復帰徵ま、面積切換が全面になり、]/2 
電力 f ード皆タイマーは設定していない状態にな0まず。 
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使いかた 




































































使いかた 


上手な使いかた 


1/2電カモード 

高ワット商品と同時にお使い 
になると、ご家庭のブレーカ 
ーダウンの恐れがありまず。 

1/2電カモードに設定ずる 
と、消費電力を1/2に抑え、 
ご家庭のブレーカーダウンが 
かなくなりまず。 


OQ 


J し . 

ム 71 1 i 圧 

fV ] 面積 01 時間切 

切入低ち] 

Ll ) 切換03時間切 

電源参 温度調節 

♦ 1/2 電カモ-ド （ タイ7-) 

National dc - 2bti 

I た I た I み固園 


設定ずる場をは 

V 面觀]換スイッチを巧 
し、1/2電カモードラ 
ンプが点ぶ：[するところ 
にあわせる 


解除ずる場含は 

巧面翻換スイ' • 


5スイッチを押 
し、1/2電カモードラ 
ンプが消!なするところ 
にあわせる 


1時間切タイマー 
3時間切タイマー 

1時間後または3時間繳こ 
「切」の設定がでさまず。 


OQ 


J し . 

fV ] 面積 〇1時間切 

切入傾■同 

L 1) 切換 >3時間切 

電源 • 温度調節 

〇 1/2電カモ-ド （ タイマ-:) 

National dc - 訓 

I た I た I み网閣 


〇 


設定ずる場をは 
タイマースイッチを巧し 
て選ぶ 

• スイッチを押ずたびに下図の 
順に変わりまず。 




解除ずる場をは 
タイマースイッチを巧 
してタイマーランプの 
消灯ずる所を選ぶ 

•タイマーランプ • •消灯 


し8 


1時間切^ *1 時間切^ 〇1時間切 
3時間切^ 03時間切> 113時間切 


設定した時間になると、自動的に通 
電が止まり、タイマーランプが点滅 
•引き続き使用する場をは、電源つまみ 
を一度「切」にし、再度「入」にして 
ください。そのまま使用しない場をは、 
電源つまみを「切」にしてください。 


■刷田 M 


• 1/2電カモードに設定時、通電始めの溫度上昇び遅くなりまず。 

• 1/2電カモードに設慰き、半面ずつ交互通電を行うため、消費電力は1/2になります。ただし消費電力量は表面 
温度を一定に保つため変わりません。 

• 暖房面積が半分のとさは、]/2電カモードに設定でさません。 


使いかた 
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上手な使いかた 


コント □ —ラーの 
着脱 

シーズンオフ皆収納時に、 
コント□ーラーを本体から 
取り外ずことびできまず。 


〇 


取りがずときは 

ストッパーボタンを押しながら、コント □ —ラーを 
矢印側に引き抜き、フタを閉じる 


裏面 


□ □ □ □ □ 


/—— 旨 

寻 ~~=- 

—— \ 

J^= 

□ □ 



J 

J 




□ □□凹 

□ □ □ 


〇 


取0付けるとをはフタをあけ 

コント□ーラーを接続部に「カチッ」と音がずるまで 
確実に差し込む 

.接続部に異物例まこりのないことを確認してください。 


^し . 

面積 〇1時間切 

切入低局 

切換03時間切 

電源〇 温度調節 

〇 1/2 電カモ-ド C タイマ-) 

National dc - 2bti 

1た向み同!^ 



使いかた 
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知っておいていただをたいこと 


■ 脚おがつ<ことがありまず 

• 長期間、同じ場所にテーブルやイスをのせていると、脚形びつ< 
ことがあ0まず。 

特に、重いテーブルや脚のとびったイスを置くときは、脚にゴ 
ムし义4の保護具をつけてください。（ゴムの場合は、本体に色移 
0ずることがあ0まず） 

• また脚のとびっていないイスでち、片側の脚に体重をかけるなど 
して使用しないで < ださい。 




□ □ □) 


I 暖かくな5ないことがありまず 

• 大理石などの石の床皆コンク U — 卜の床などで使用しまずと、床 
面に熱びうばわれ、暖かく感じないことびありまず。 

•ス I -ーブなどと併用ずるとさは、本体び暖かくならないことがあ 
りまず。必ず本体とス I -ーブなどの間を1 m し^(上離してください。 

•皆ぐらこたつの目盛を「強」にして併用しているとさは、本体が 
暖かくならないことびありまず。皆ぐらこたつを本体の中央に置 
き、目盛を「中」〜「弱」にしてください。 

•春先皆秋口の寒暖差がある時期に、比較的室溫が高めで、溫度調 
節を低めの目盛でご使用のとさは、本体が暖かくな5ないことが 
ありまず。溫度調節目盛を高めにしてください。 


カビが発生ずることがありまず 


梅雨の時期などに、本体を長期間たたみなどの上に敷いたままに 
しておくと、結露して、カビが発生ずることがありまず。時々、 
日光に当てたり、本体とたたみなどの間に空気を入れるなど湿気 
を防ぐよラにしてください。 




故障ではありません 

通電時、操作部か5「カチツ」と音がずることがありまず。 
これは温度調節機構の音で故障ではありません。 


次のようなことがありまず 


使用場所や天候によってわずかな静電気を感じることびありまず 
び、む配ありません。この静電気は、化繊の衣類を脱ぐときに起 
こるちのと同じでず。 

毛足のある敷物の上で使用ずると、歩行につれて本体がずれるこ 
とがあ0まず。 

座卓など角張った固いわのを弓 I さずると、表面が毛羽だったり切 
れたりずることがありまず。（毛羽だったとさははさみで切0そ 
ろえてください。） 



使いかた 
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お手入れのしかた 











収納のしかた 


手入れをする 


i 長期間収納ずる時は特に、付着したゴ5皆食べ物の汚れが、かびや 
虫の発生ずる原因になりまずので、ご注意ください。 


巧 



コント□—ラーを取り外して、本体を卷く 

• 巻きにくい場合は、一度通電し暖めてから巻いてください。 

• コント□ーラーは、お手持ちの袋に入れ保管して<ださい。 




つント 

つ— 



► 


コント □ーラーの 取り外 
し方は、9ページ参照 


► 


裏返ず 




ここ可 

同捆の包装バンドか、 
ひわで結ぶ 


電源コードで本体やコント □ —ラ 
一を巻かないで<ださい 


0 

禁止 



故障の原因になりまず。 


おもて面を内側にして、巧り曲げ 
たり巻いたりしないで<ださい 


0 

禁止 



しわの原因になりまず。 


湿気の少ない場巧に収納する 


立てて収納ずる時は、倒れないよ 
ラに固定ずること 


〇 



倒れると、けがの原因になりまず 


〇 © 
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修理を依頼される前に、この表で症状を確かめて<ださい。 

これ5の処置をしても直5ない場合もこの表政外の症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。 


• 電源ランプび点滅していませんか？ 

•電源プラグを差し込み、電源つまみを「入」にしてから、コント□ーラーを 
差し込んでいませんか？ 

► 電源つまみを一度「切」にし、再度「入」にしてください。 

7ぺージ参照 

• タイマーランプが点滅していませんか？ 

► 電源つまみを一度「切」にし、再度「入」にしてください。 


暖か<な5ない 


吕ぺ_ジ参照 

i コント□ーラーが接続部に確実に差し込まれていまずか？ 

► コント□ーラーを接続部に「カチッ」と音がずるまで確実に差し込み、 
電源つまみを一度「切」にし、再度「入」にしてください。 

7ぺージ参照 

I 春先皆秋□の寒暖差びある時期で、室溫び高めで、低めの目盛でお使いの 
とさではあ0ませんか？ 

► 温度調節つまみを高めの目盛でお使いください。 
i 購入直後やシーズン始めではあ0ませんか？ 

► 本体が吸湿しており、溫度が低めになりまず。3〜4曰は目盛を高めにして 
お使いください。湿気が徐々に取れ、溫度が上がっていさまず。 

I ] /2電カモードに設定していませんか？ 

► 1/2電力ド設定時、通電始めの溫度上昇び遅くなりまず。城るく感じ 
る場合は、]/2電カモードを解除してください。 

8ぺージ参照 

i 座布団など保溫性のよいちのをのせていませんか？ 

► のせている物を取0除いて < ださい。 


電源コード-電源プラグ-コント□ーラーは、とをどを点検して<ださい。 


ミ離が低い 


電源コードの被ふくが傷んでいる 

使用中、電源コード.電源プラグ. 
コント□- ラーの一 部が熱い 

使用中、電源コードを曲げたり伸ば 
したりずると、暖かくなつたり、 
めるくなったりずる 


電源コード.電源プラグ.コント□ーラーが傷んでいまず。 
そのままの状態で使い続けると、感電皆火災の原因になり 


直ちに電源プラグを掠いて、販売店に修理を依頼してくだ 


長期間（日年程度）経過したものは、ご使用上ま障がなくても安全のため、販売店に点検を 
依頼して < ださい。 



故障かな 


お手入れ•保証 
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保証とアフターヴービス C よくお読みくだ呈^ 


修理.お取り扱い.お手入れ 

などのご相談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください 

転居や贈答品などでお困りの場合は… 

♦修理は、ヴービス会社•販売妄社の「修理ご相談^替口」へ！ 
♦その他のお問い合わせは、「お客様ご相談センター」へ！ 


■保証書刷添付） 

お買い上げ曰•販売店名などの記入を必ず確か 
め、お買い上げの販売店か S お受け取りください。 
よくお読みのあと、保をしてください。 


保証期間：お買い上げ曰か6本体1年間 


■補修用性能部品の保有期間 

当社は、このたたみ床暖（ラグタイプ）の補修 
用性能部品を、製造打ち切0後目年保有してい 
まず。注）補修用性能部品とは、その製品の 
機能を維持ずるために必要な部品でず。 


13ページの表に従ってご確認のあと、直らないときは、まず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店へご連 
絡 < ださい。 

>保証期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせていただきまず。 

>保証期間を過ぎているときは 

修理ずれば使用でさる製品については、ご希望により有料 
で修理させていたださまず。 

>修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されてい 
まず。 

^は、診断-故障個所の修理および部品交換•調 
整-修理完了時の点検などの作業にかかる 
費用でず。 

は、修理こ使用した部品および補助材料代です。 

は、お客様のご依頼により製品のある場所へ技 
術者を派遣ずる場合の費用でず。 


技術料 


部品代 


出張料 


DDDDDDDDD 

[ DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDD □□□□□回 

DDDDDDDDDDDD DDDDDDDDDD 

品百目目目も SS 0570-087-087 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 □ 
DDDDDDDDDDDDDD NTTQ DDDDDDDD 
DDDDDDDDD 

□□□□□□ PHS □□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDD 

…□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □ 目目目 □函 0120 -878-365 

FAX 目目目 □函 0120 -sys-sse 

365D □ □ □ 9[] □ 20D 

Help desk for foreign residents in Japan 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 

Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays/Sundays / national holidays) 


ご連絡いただきたい内容 

品名 

たたみ巧暖（ラグタイプ） 

品番 

DC - 

お買い上げ曰 

年月日 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 


修理を依頼されるとを 


お手入れ•保証 
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□ □ DDDDD6DD2-1 

巧 (077)582-5021 

□□ □□□□□□□□□□□ 

20-1 

巧 (075)672-9636 

□□ □□□□□□□□!□□ 

巧 (06)6359-6225 


□□ □□□□□□□□□□ 

D D 3D D 80 

巧 (076)294-2683 

□ □ □□□□□ 1298 

巧 (076)432-8705 

□ □ DDDDD4DD 112 

巧 (0776)54-5606 

□ □ DDDDDDD 7600-7 

巧 (0263)58-0073 

□ □ DDDDD765 

巧 (054)287-9000 


□ □□ □□□□□□□□□□ 

8-10 

巧 (052)819-0225 

□□ □□□□□□□□28 

巧 (0564)55-571 9 

□□ □□□□□□□□□ 

DDDD2DD30 

巧 (058)323-6010 

□ □ DDDDDD3DD82 

巧 (0577)33-061 3 

□ □ □□□□□□□□ 1920-3 

巧 (059)255-1 380 


□□□□□□ 

□ □□□□□□ 447-23 

S (083)986-4050 


DDDDDDDD8DD 

13-20 

巧 (082 に 95-5011 


□ □ □□□□□□□□ 404-2 

巧 (0743)59-2770 

□ □□ □□□□□□ 499-1 

巧 (073)475-2984 

□ □ DDDDDDDmn 

3D D 2-6 

巧 (07 が 272-6645 


□ □ □□□□□□□12-3 

巧 (096)367-6067 

□ □ □□□□□18-11 

S (0969)22-31 25 

□ □□ □□□□□□□!□□ 

5-33 

巧 (099)250-5657 

□ □ □□□□□□□! 日-5 

S (0997)53-51 01 


巧 (098)877-1 207 


□ □ 
□ □ 
□ □ 


□□ □□□□□□□□□□□ 

□□ □□□□□□□□□ 

1-37 

7-4-18 

巧 (017)739-971 2 

巧 (022)387-1 117 

□ □ DDDDDDDD2DD 

□□ □□□□□□□□□ 

1-2 

3D D 12-2 

巧 (018)826-1 600 

巧 (023)641-81 00 

□ □ DDDDD13DD30-3 

□□ □□□□□□□□□ 

巧 (019)639-51 20 

□ □ の 65 


巧 (0243)34-1 301 



□□ □□□□□□□□□ 

□ □ DDDD 19DD 1DD 

2D D 17-7 

7-11 

巧 (011)894-1 251 

巧 (0155)33-8477 

□ □ DDD2DD21DD 

□ □ DDDDDD 589DD241 


DDDDDDDDDDDD 

巧 (0166)31-61 51 

巧 (0138)48-6631 



□ □ □□□□□295-1 

S (0857)26-9695 

□ □ DDDDD4DD2-33 

巧 (0859)34-21 29 

□ □ □ 日日日日日 2 日日 10-19 

巧 (0852)23-1 128 

□ □ □□□□□□416 

巧 (0853)21-31 33 

□ □ □□□□□□ 327-93 

巧 (0855)22-6629 


□ □ □□□□□□ 152-2 

巧 (087)868-9477 

□□ □□□□□□□□□ 

□ □□ □ □ 108 

巧 (088)698-1 125 


□ □ □□□□□□□□331-1 

巧 (088)866-31 42 

□ □ DDDDDDD 750-2 

巧 (089)971-21 44 


□ □ 日日日日日日日 194-20 

巧 (028)689-2555 

□ □ DDDDDD 229-1 

巧 (027)352-1 109 

□ □ □□□□□□ 309-2 

巧 (02 が 225-0249 

□ □□ DDDDDD2DD8-1 

巧 (0298)64-8756 

□ □ DDDDD2DD4-2 

巧 (048)728-8960 


□ □ □□□□□□□□□□172 

巧 (043)208-6034 

□□ □□□□□□□□□ 

2D D 26-17 

巧 (03)5477-9780 

□ □ DDDDDD2DD 1-27 

S (055)222-51 71 

□□□ DDDDDDDD5DD 
3-16 

巧 (045)847-9720 

□ □ □□□□□!□□ 8-14 

巧 (025)286-7725 


0501 


於 


□ 1 

□9 

□2 

□7S 

□日つ 
□ 8《 

□ 

□ □一 


;8 

5 

掛 


が6 

芯 


8 5 〇 

凹的 

D 9^183d 6 

]3 X 6 40 [6 X 5 

D9 D 2 93 D5 D 28 
D5 D ^1845d^^ 
D K d60^ 
d9 d29 d9 d9 D39 
Do D Do Do DDO 

_/fv _Fv- /(\ _/fv _/fv_/fv 

E — ^ mmM m — ^ 9 mmM m — ^ E — ^ 、羞 m ― 一 _ —— - mmM 

□巧 aco 巧□巧□巧□□巧 


3 
2 
□ 
□ 

4 
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 


D 

D 


D 

D 


D 

D 


D 

D 


D 

D 


D 

D 


品 

□□ 

□□ 

□ □ 

D 


D _ 

D 


□ 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D D D 
[D D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ T 


□ D 

□ D 

□ D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

□ D 

□ D 

□ D 

□ D 

D D 

D D 


D 

K S 

□ K H 

D L P 

D D D 

D D D 

D D D 

D D D 

D D D 
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愛情点検 

長年ご使用のたたみ床暖（ラグタイプ）の点検を/ 

の 

こんな症犬は 
ありませんか 

• 通電中に異常な音やにおいびずる 
• 電源プラグや コン ト □ーラーが 異常に 
熱くなる 

• とさどさ暖かくならない 
• その他の異常皆故障びある 

► 

このよラな症状の時は、故障皆 
事故の防止のため、電源つまみ 
を 「切」 にし、コンセントから 
電源プラグを抜いて、必ず'販売 
店に点検をご依頼ください。 


便利メモ 

おぼをのため 
記入されると 
便利でず 

お買い上げ曰 

年月日 

品番 

DC - 

販売店名 

巧 （ ) - 

お客様ご相談窓口 

巧 （ ) - 


松下電器産業株式会社リビングサボートシステム事業部 

〒日 39-1 188奈良県大和郡山巿筒井町呂00き地 

© Matsushita Electric Industrial Co ., Ltd . (松下電器産業株式会社） 2001 


DC940A-1lYI 
M0501-1 a 


仕様 


品 番 

DC -2 BT 1 

DC -3 BT 1 

定 格 

交流10日 V - 700 W 

交流 ] 00 V - 1000 W 

コードの長さ 

] .己 m 

表面 材 

ポリプロピレン 

標準寸法 

縦177 cmx 横 ]77 cm 

縦] 77 cm X 横2目1 cm 

標準 質量 

9.0 k 呂 

13.2 kg 

標準表面温度 

「高」… • 47む 「中」.…37む 

^2 1時間あたりの 

標準消費電力 量 

「高」••••550 Wh 
「中」 •••• 415 Wh 

「高」…. 790 Wh 
「中」.…610 Wh 


《 1 《2は日本電機工業会の測定ち法に基づしで標準品を測定した値でず。 

室溫20むたたみの上に広げて熱電対溫度計願赔部に発泡スチ□-ルを置き、その上に荷重をかけ 
た状態）で測定 

《2室溫1日むたたみの上に広げた状態で測定 


National 


巧巧を巧爾 A A 入 U ) 巧哲飄盘赚 


2001 








